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吉浜の鹿島踊
（神奈川県足柄下郡湯河原町）

【2019年8月1日　俵木撮影】

【2019年8月1日　松岡撮影】



【2019年4月28日　高久撮影】

鍛冶屋の鹿島踊
（神奈川県足柄下郡湯河原町）

【2019年4月27日　俵木撮影】※2019年の宵宮は雨天のため、屋根の下で鹿島踊を踊った。



【2018年7月15日　俵木撮影】

根府川の鹿島踊
（神奈川県小田原市）

【2018年7月15日　俵木撮影】



真鶴の鹿島踊
（神奈川県足柄下郡真鶴町）

【2019年7月27日　俵木撮影】

【2018年7月27日　伊藤撮影】



米神の鹿島踊
（神奈川県小田原市）

【2019年5月18日　俵木撮影】

【小田原祭禮研究会編2004『小田原の祭り－人と心と夢からのメッセージ―』

株式会社アルファより（下田正治さん撮影　2003年ごろ）】

江之浦の鹿島踊
（神奈川県小田原市）



　
　
　

例
言

一 

、
本
書
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
四
月
か
ら
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
三
月
に

実
施
し
た
、
国
の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
選
択
の
「
吉

浜
の
鹿
島
踊
」
調
査
事
業
報
告
書
で
あ
る
。

二 

、
調
査
は
吉
浜
の
鹿
島
踊
を
は
じ
め
、
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
記
録
調
査
事
業
と
し

て
、
県
下
の
鹿
島
踊
伝
承
地
計
一
〇
ヶ
所
を
対
象
と
し
た
。

三 

、
調
査
は
、
文
化
庁
の
「
祭
り
・
行
事
調
査
実
施
要
項
」
に
基
づ
き
定
め
た
「
神
奈
川

県
民
俗
芸
能
記
録
保
存
調
査
実
施
方
針
」
に
従
っ
て
実
施
し
た
。

四 

、
調
査
事
務
局
は
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
に
置
き
、
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
次
の

二
つ
の
委
員
会
を
組
織
し
た
。

■
企
画
調
整
委
員
会

　

 

調
査
全
体
の
方
針
決
定
や
進
行
管
理
を
行
う
た
め
の
助
言
機
関
と
し
て
県
が
設
置
す

る
。

氏　

名

役　

職　

等

石
井　

一
躬

（
委
員
長
）

神
奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
協
会
会
長
（
令
和
二
年
六
月
ま
で
）

小
川　

直
之

（
委
員
長
）

國
學
院
大
學
文
学
部
教
授

久
保
田　

裕
道

（
副
委
員
長
）

東
京
文
化
財
研
究
所

無
形
文
化
遺
産
部
無
形
民
俗
文
化
財
研
究
室
長

大
谷
津　

早
苗

昭
和
女
子
大
学
人
間
文
化
学
部
教
授

俵
木　

悟

成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

※ 

石
井
委
員
長
ご
逝
去
に
あ
た
り
、
令
和
三
年
、
小
川
委
員
に
委
員
長
へ
ご
就
任
い
た
だ
き
、

大
谷
津
委
員
へ
新
規
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

■
鹿
島
踊
現
地
調
査
委
員
会
（
以
下
現
地
調
査
委
員
会
）

　

 

企
画
調
整
委
員
会
に
よ
る
指
導
・
助
言
の
下
で
、
現
地
調
査
及
び
文
献
調
査
を
実
施
す

る
機
関
と
し
て
、
調
査
対
象
と
な
る
民
俗
芸
能
ご
と
に
県
が
設
置
す
る
。
構
成
員
は
学

識
経
験
者
を
は
じ
め
、
民
俗
芸
能
等
に
詳
し
い
者
、
地
元
市
町
村
職
員
等
と
す
る
。

　

調
査
委
員

氏　

名

役　

職　

等

石
井　

一
躬

（
委
員
長
）

神
奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
協
会
会
長
（
令
和
二
年
六
月
ま
で
）

俵
木　

悟（
委
員
長
）

成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

伊
藤　

純
（
副
委
員
長
）

川
村
学
園
女
子
大
学
文
学
部
准
教
授

新
井　

人
志

真
鶴
町
教
育
委
員
会
教
育
課
主
査

小
澤　

葉
菜

相
模
民
俗
学
会
会
員

熊
谷　

肇

元
神
奈
川
県
職
員

民
史
研
究
資
料
館
（
永
田
衡
吉
文
庫
）
事
務
局

髙
久　

舞

帝
京
大
学
文
学
部
講
師

舘
野　

太
朗

東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
研
究
補
佐
員

神
奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
協
会
会
員

平
井　

倫
行

真
鶴
町
文
化
財
審
議
会
委
員

相
州
真
鶴
貴
船
神
社
権
禰
宜（
平
成
三
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
）

保
坂　

匠

小
田
原
市
郷
土
文
化
館
民
俗
担
当
学
芸
員

松
岡　

薰

天
理
大
学
文
学
部
講
師

松
崎　

睦
彦

東
村
山
ふ
る
さ
と
歴
史
館
学
芸
員
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専
門
委
員　

佐
塚　

真
啓

奥
多
摩
美
術
研
究
所
所
長

曽
村　

み
ず
き

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科

樋
口　

潤
一

福
井
県
里
山
里
海
湖
研
究
所
研
究
員

　
　
　
　
　
　

（
平
成
三
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
）

五 

、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
祭
り
・
行
事
の
保
存
会
等
伝
承
者
や
市
町
教
育
委
員
会
等
文

化
財
所
管
課
に
種
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

六 

、
本
報
告
書
の
編
集
は
、
企
画
調
整
委
員
会
お
よ
び
現
地
調
査
委
員
会
の
指
導
の
も
と
、

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
文
化
遺
産
課
が
行
っ
た
。
最
終
年
度
、
報
告
書
刊

行
に
携
わ
っ
た
者
は
以
下
の
通
り
。
菅
原
一
郎
（
課
長
）
、
谷
口
肇
（
副
課
長
）
、
柿
澤

剛
（
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
、
阿
部
信
幸
（
主
査
）
、
森
戸
日
咲
子
（
事
務
職
員
）

七
、
各
章
各
節
の
執
筆
者
は
以
下
の
と
お
り
。

総
論　
　
　
　

俵
木
悟

第
一
章　

鹿
島
踊
の
諸
相

　
　

第
一
節　

松
岡
薫

　
　

第
二
節　

髙
久
舞

　
　

第
三
節　

伊
藤
純

　
　

第
四
節　

舘
野
太
朗

　
　

第
五
節　

髙
久
舞
、
保
坂
匠

　
　

第
六
節　

小
澤
葉
菜

第
二
章　

休
止
・
廃
絶
の
鹿
島
踊

　
　

第
一
節　

髙
久
舞

　
　

第
二
節　

松
岡
薫

　
　

第
三
節　

新
井
人
志

　
　

第
四
節　

保
坂
匠

第
三
章　

鹿
島
踊
の
音
楽　

曽
村
み
ず
き

第
四
章　

各
論

　
　

第
一
節　

松
岡
薫

　
　

第
二
節　

舘
野
太
朗

　
　

第
三
節　

髙
久
舞

　
　

第
四
節　

伊
藤
純

　
　

第
五
節　

保
坂
匠

　
　

第
六
節　

俵
木
悟

第
五
章　

鹿
島
踊
関
係
文
献
資
料

　
　

第
一
節　

熊
谷
肇
、
髙
久
舞
、
松
岡
薫

　
　

第
二
節　

新
井
人
志

　
　

第
三
節　

保
坂
匠　

　
　

第
四
節　

小
澤
葉
菜

　
　

第
五
節　

髙
久
舞

コ
ラ
ム
１　
　

平
井
倫
行

コ
ラ
ム
２　
　

新
井
人
志

コ
ラ
ム
３　
　

髙
久
舞

　
　
　

凡
例

一 

、
本
報
告
書
に
お
い
て
は
鹿
島
お
ど
り
、
鹿
島
踊
り
等
の
名
称
は
す
べ
て
「
鹿
島
踊
」

に
統
一
し
た
。
た
だ
し
引
用
は
原
文
表
記
の
ま
ま
と
し
た
。

二 
、
数
字
表
記
は
原
則
漢
数
字
と
し
た
。
た
だ
し
引
用
文
に
関
し
て
は
原
文
表
記
の
ま
ま

と
し
た
。

三 

、
年
代
に
つ
い
て
は
、
和
暦
の
後
（
）
内
に
西
暦
を
記
し
た
。
ま
た
、
節
内
に
同
一
の

年
代
が
複
数
登
場
す
る
場
合
は
、
適
宜
西
暦
を
省
略
し
た
。

四 

、
文
中
の
参
考
文
献
は
各
節
末
に
記
し
た
。
ま
た
文
中
で
は
、
出
典
を
（
著
者
、
発
行

－ 2－



年
、
ペ
ー
ジ
数
）
で
示
し
た
。

五 

、
本
報
告
書
内
の
道
具
類
、
隊
形
図
の
作
図
は
専
門
委
員
の
佐
塚
真
啓
氏
に
依
頼
し
た
。

寸
法
の
単
位
は
㎜
で
あ
る
。
ま
た
、
報
告
書
内
採
譜
は
専
門
委
員
の
曽
村
み
ず
き
氏
に

依
頼
し
た
。

六 

、
本
調
査
に
お
け
る
古
文
書
の
翻
刻
は
工
藤
桃
子
氏
（
神
奈
川
県
生
涯
学
習
課
会
計
年

度
任
用
職
員
（
二
〇
二
〇
年
）
）
に
依
頼
し
た
。
ま
た
、
第
五
章
第
一
節
の
一
部
の
翻

刻
は
熊
谷
肇
氏
に
、
第
五
章
第
四
節
の
翻
刻
は
小
澤
葉
菜
氏
に
依
頼
し
た
。

七
、
人
名
の
敬
称
は
、
特
別
の
場
合
以
外
す
べ
て
省
略
し
た
。

八 

、
紙
幅
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
い
文
献
資
料
は
、
P
D
F
（
カ
ラ
ー
版
）
に
収
録
し
、

報
告
書
に
添
付
す
る
。
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総
論

は
じ
め
に

　

鹿
島
踊
と
呼
ば
れ
る
民
俗
芸
能
が
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
か
ら
静
岡
県
東
伊
豆
町
に
か

け
て
の
相
模
湾
沿
岸
部
に
広
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
本
報
告
書
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
神
奈
川

県
の
西
湘
地
域
に
あ
た
る
小
田
原
市
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町
に
調
査
時
点
で
行
わ
れ
て
い

た
五
つ
の
事
例
を
中
心
に
、
休
止
・
廃
絶
し
た
事
例
も
含
め
た
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
た

報
告
書
で
あ
る
。
調
査
は
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
か
ら
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
に

か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
本
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
も
、
主
と
し
て
こ
の
時
期
の
各
地

区
に
お
け
る
伝
承
の
実
態
を
可
能
な
限
り
忠
実
に
記
録
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。

　

あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
と
、
本
来
こ
の
調
査
事
業
は
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
二

（
二
〇
二
〇
）
年
度
の
三
年
間
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
最
終
年
度
に
あ
た
る
令
和
二
年
に

は
、
春
か
ら
猛
威
を
ふ
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
鹿
島
踊
が
奉

納
さ
れ
る
祭
礼
が
軒
並
み
中
止
と
な
り
、
そ
の
状
況
は
翌
年
も
続
い
た
。
祭
礼
が
行
わ
れ

な
い
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
伝
承
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
等
も
実
質
的
に
不
可
能
に
な

り
、
事
業
年
度
を
一
年
延
長
し
た
も
の
の
、
最
終
的
な
成
果
の
取
り
ま
と
め
に
は
大
き
な

制
約
が
あ
っ
た
。

　

幸
い
、
令
和
元
年
ま
で
に
現
行
の
五
つ
の
事
例
と
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
ま
で

行
わ
れ
て
い
た
が
以
後
は
中
断
し
て
い
る
一
つ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
少
な
く

と
も
一
度
の
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
報
告
書
の
事
例
に
つ
い
て
も

す
べ
て
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
調
査
で
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
た
実
態
に
基
づ
い
て
報
告

さ
れ
て
い
る
が
、
背
景
的
な
情
報
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
や
確
認
に
つ
い
て
は
、
や
や
十

分
に
詰
め
き
ら
な
か
っ
た
点
が
あ
る
こ
と
を
、
ご
寛
容
い
た
だ
き
た
い
。

１　

鹿
島
踊
と
は
ど
の
よ
う
な
芸
能
か

　

鹿
島
踊
は
、
民
俗
芸
能
と
し
て
比
較
的
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
踊
り
に
と

り
わ
け
熱
い
注
目
を
寄
せ
た
の
は
、
日
本
民
俗
学
の
大
成
者
で
あ
る
柳
田
國
男
で
あ
る
。

柳
田
は
、
ま
だ
民
俗
学
と
い
う
言
葉
も
な
か
っ
た
明
治
時
代
の
著
作
に
お
い
て
初
め
て
鹿

島
踊
に
言
及
し
、
そ
の
関
心
は
晩
年
ま
で
、
焦
点
を
ず
ら
し
な
が
ら
も
続
い
て
い
た
（
第

四
章
第
六
節
）
。

　

た
だ
し
そ
の
柳
田
も
、
当
時
の
鹿
島
踊
の
実
態
を
十
分
に
把
握
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
柳
田
が
注
目
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
に
描
か
れ
た
鹿
島
踊
の
姿

で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
成
立
と
さ
れ
る
『
鹿
島
志
』
（
『
鹿

島
記
』
）
に
収
め
ら
れ
た
以
下
の
描
写
で
あ
る
。

　

 

鹿
嶋
躍　

摂
陽

郡
（
マ
マ
）

談
、
ま
た
世
事
談
に
、
寛
永
の
始
諸
国
に
疫
病
あ
り
常
陸
国
鹿
島

神
輿
を
出
し
所
々
に
渡
し
万
民
の
疫
難
を
祈
し
め
其
患
を
除
因
躍
ら
し
む
是
則
世
俗
の

い
へ
る
鹿
島
躍
な
り
云
々
。
そ
の
遺
風
な
る
べ
し
此
躍
今
な
を
世
の
中
に
は
名
高
く
も

の
す
れ
ど
鹿
島
よ
り
は
出
る
こ
と
な
し
。
或
書
に
、
鹿
嶋
躍
と
い
ふ
も
の
お
や
も
さ

〳
〵
と
拍
す
も
さ
は
猛
者
な
る
べ
し
。
（
北
条
、
一
九
九
七
、
一
三
六
―
一
三
七
頁
）

　

こ
の
『
鹿
島
志
』
自
体
は
江
戸
後
期
の
成
立
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
典
拠
と
な
っ
て

い
る
『
摂
陽
群
談
』
は
元
禄
年
間
、
『
近
代
世
事
談
（
本
朝
世
事
談
綺
）
』
は
享
保
年
間
の

成
立
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
ら
の
記
述
内
容
が
『
鹿
島
志
』
の
内
容
と
大
き
な
相
違
が
な
い

こ
と
を
考
え
る
と
、
一
七
世
紀
の
元
禄
時
代
に
は
す
で
に
鹿
島
踊
の
存
在
は
、
あ
る
程
度

の
定
型
性
を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
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（
１
）
鹿
島
の
事
触
と
鹿
島
踊

　

と
く
に
鹿
島
踊
の

理
解
の
定
型
と
な
っ

て
い
た
の
が
、
常
陸

国
（
茨
城
県
）
の
鹿

島
神
宮
か
ら
出
て
疫

病
を
除
け
る
と
触
れ

ま
わ
り
、
ま
た
神
宮

の
託
宣
に
よ
っ
て
吉

凶
を
占
う
と
称
し
て

村
々
を
回
っ
た
鹿
島
の
事
触
と
い
う
存
在
と
の
結
び
つ
き
で
あ
る
。
端
的
に
は
、
鹿
島
の

事
触
が
門
付
を
行
う
際
に
踊
っ
た
踊
り
が
、
す
な
わ
ち
鹿
島
踊
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

鹿
島
の
事
触
に
つ
い
て
は
、
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
の
刊
行
と
さ
れ
る
『
人じ
ん

倫り
ん

訓き
ん

蒙も
う

図ず

彙い

』
に
そ
の
姿
を
描
い
た
絵
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
イ
メ
ー
ジ
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
頭
に
は
烏
帽
子
を
被
り
、
白
張
を
着
て
、
左
肩
に
大

き
な
榊
の
枝
に
幣
紙
を
取
り
付
け
た
採
物
を
掲
げ
て
い
る
。
堂
々
と
し
た
神
官
ら
し
く
も

見
え
る
が
、
そ
の
説
明
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

 

毎
年
鹿
嶋
の
神
前
に
し
て
行
の
事
あ
り
。
神
必
人
に
託
し
給
ひ
て
、
天
下
の
吉
凶
を
し

め
し
給
ふ
と
、
そ
れ
を
日
本
に
あ
ま
ね
く
告
し
ら
せ
け
る
事
、
此
神
官
の
役
也
。
然
ば

末
世
に
は
是
を
も
つ
て
宮
雀
の
す
ぎ
は
ひ
と
な
し
て
、
よ
い
か
げ
ん
に
あ
ら
ぬ
事
ま

で
た
く
み
な
し
て
、
愚
夫
愚
婦
を
た
ぶ
ら
か
す
と
か
や
。
了
間
し
て
聞
べ
し
。（
朝
倉
、

一
九
九
〇
、
二
六
九
頁
）

　

元
は
鹿
島
神
宮
の
神
託
を
人
び
と
に
知
ら
せ
る
た
め
に
諸
国
を
回
る
神
官
で
あ
っ
た

が
、
す
で
に
こ
の
時
代
に
は
、
正
体
不
明
の
卑
し
い
者
で
人
び
と
を
た
ぶ
ら
か
す
の
で
注

意
す
べ
き
だ
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

従
来
は
、
『
新
編
常
陸
國
誌
』
巻
十
二
の
〔
鹿
島
託
宣
【
コ
ト
フ
レ
】
〕
の
項
の
記
述
か

ら
、
鹿
島
神
宮
で
事
触
の
職
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
寛
文
一
〇
（
一
六
七
〇
）
年
と
さ
れ
、

そ
れ
以
後
に
現
れ
る
事
触
は
基
本
的
に
事
触
を
騙
る
偽
物
だ
と
さ
れ
て
き
た
（
中
山
、

一
九
〇
一
、
一
〇
三
六
―
三
七
頁
）
。
近
年
、
福
原
敏
男
は
、
こ
う
し
た
経
緯
に
つ
い
て
の

明
確
な
根
拠
と
な
る
近
世
資
料
の
不
足
か
ら
、
そ
も
そ
も
鹿
島
か
ら
出
る
正
統
な
宗
教
者

と
し
て
の
鹿
島
の
事
触
と
い
う
存
在
は
幻
想
に
過
ぎ
ず
、
あ
く
ま
で
独
特
の
口
上
を
述

べ
、
踊
り
、
御
札
や
御
守
を
売
る
と
い
う
現
象
面
か
ら
事
触
の
存
在
を
捉
え
る
べ
き
だ
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る
（
福
原
、
二
〇
一
九
）
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
後
も
江
戸
時
代
後
期
に
至
る
ま
で
、
鹿
島
の
事
触
は
（
実
際
に

鹿
島
か
ら
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
か
）
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
る
地
域
の
記
録
に
現

れ
、
風
俗
画
や
芝
居
、
祭
礼
の
仮
装
な
ど
の
題
材
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
多
様
な
風

俗
に
取
り
込
ま
れ
て
き
た
鹿
島
の
事
触
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
実
際
に
民
俗
芸
能
と
し
て
伝
わ

る
鹿
島
踊
と
そ
の
類
例
を
理
解
す
る
上
で
も
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。
な
お
、
鹿
島
の
事
触
の
活
動
と
、
そ
れ
を
含
め
た
多
様
な
鹿
島
信
仰
の

展
開
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
立
歴
史
館
の
学
術
調
査
報
告
書
『
鹿
島
信
仰
の
諸
相
』
に
詳

し
い
（
茨
城
県
立
歴
史
館
、
二
〇
〇
八
）
。

（
２
） 
鹿
島
踊
と
弥
勒
踊

　

と
こ
ろ
で
こ
の
鹿
島
踊
は
、
古
く
か
ら
、
同
じ
鹿
島
地
方
で
踊
ら
れ
た
と
さ
れ
る
弥
勒

踊
と
の
混
淆
が
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
江
戸
時
代
後
期
の
編
纂
（
た
だ
し
完
成
は
明
治
三
四

年
ご
ろ
）
と
さ
れ
る
中
山
信
名
の
『
新
編
常
陸
國
誌
』
巻
十
二
に
は
、
「
〔
鹿
島
躍
舞
〕
酒
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盛
始
鹿
島
弥
勒
歌
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

 

凡
コ
ノ
躍
舞
ハ
白
張
ノ
衣
ヲ
着
シ
、
烏
帽
子
ヲ
被
リ
、
幣
ヲ
持
テ
歌
舞
ス
、
幣
ノ
中

央
ニ
日
形
ヲ
ツ
ク
、
中
ニ
三
足
の
霊
烏
ヲ
書
ク
、
按
ニ
コ
レ
所
謂
ル
事
觸
ノ
様
ニ
擬

ス
ル
ノ
舞
ナ
リ
、
鹿
島
ノ
地
常
ニ
コ
ノ
舞
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
、
俗
舞
ノ
内
一
曲
ノ
名
ナ

リ
、
然
レ
ド
モ
元
事
觸
ヲ
擬
ス
ル
時
ハ
、
其
本
源
當
國
ノ
風
ヲ
移
セ
ル
ナ
リ
、
又
鹿

島
ノ
老
嫗
歌
舞
ノ
曲
ア
リ
、
其
名
一
ニ
ア
ラ
ズ
、
酒
盛
ノ
以
下
原
文
缺　

（
中
山
、

一
九
〇
一
、
一
〇
三
六
頁
）

　　

こ
の
末
尾
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
、
項
目
名
か
ら
し
て
「
鹿
島
弥
勒
歌
」
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
前
述
の
『
鹿
島
志
』
に
は
「
弥
勒
謡
」
と
い
う
独
立
し
た
項
目
が
あ
り
、
次
の
よ

う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

 

土
俗
の
な
ら
ひ
に
物
の
祝
な
ど
あ
る
を
り
、
又
は
祈
事
す
る
日
な
ど
、
す
べ
て
時
節
を

付
け
つ
ゝ
老
婆
等
お
ほ
く
集
り
、
弥
勒
謡
と
て
各
声
を
上
げ
て
歌
う
た
ひ
大
鼓
を
う
ち
て

踊
れ
り
、
手
を
振

つ
ゝ
踊
る
貌
い
と
可

咲
く
中
昔
の
風
と

見
え
た
り
（
北
条
、

一
九
九
七
、
一
六
一

頁
）

　

こ
れ
に
続
け
て
弥
勒

謡
の
歌
の
詞
章
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
現
在
も
民
俗
芸
能
と
し
て
伝
わ
る
鹿
島
踊
の
ほ
と
ん
ど
の
例
で
歌

わ
れ
る
も
の
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
相
模
湾
西
岸
の
鹿
島
踊
の
多
く
の
例
で
、
踊
り
の

は
じ
め
の
口
上
に
「
み
ろ
く
踊
り
め
で
た
や
」
等
の
言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

こ
の
踊
り
が
伝
え
ら
れ
た
時
点
で
す
で
に
、
鹿
島
踊
と
弥
勒
踊
は
ほ
と
ん
ど
区
別
さ
れ
る

こ
と
な
く
受
容
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

日
本
の
弥
勒
信
仰
に
つ
い
て
広
く
研
究
し
た
宮
田
登
は
、
こ
の
混
淆
が
近
世
中
期
ご
ろ

に
起
こ
っ
た
と
い
い
、
「
結
局
事
触
れ
に
よ
る
鹿
島
踊
と
里
民
が
踊
る
弥
勒
踊
と
は
、
受

け
入
れ
る
側
の
心
意
か
ら
見
れ
ば
同
質
の
趣
意
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
地
域
社
会
に
伝
播
、

浸
透
す
る
際
に
は
容
易
に
混
融
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
宮
田
、

一
九
七
五
、
四
二
頁
）
、
「
受
け
入
れ
る
側
の
心
意
か
ら
見
れ
ば
同
質
」
と
す
る
裏
に
は
、

本
来
的
に
は
、
悪
疫
を
追
放
す
る
た
め
の
神
踊
り
で
あ
る
鹿
島
踊
と
、
実
り
豊
か
な
ミ
ロ

ク
の
世
を
待
望
す
る
弥
勒
踊
は
区
別
さ
れ
て
い
た
と
い
う
理
解
が
あ
る
。

２　

民
間
に
伝
承
さ
れ
る
鹿
島
踊

　

こ
の
よ
う
に
、
近
世
初
期
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に
多
様
に
描
か
れ
て
き
た
鹿
島
踊
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
は
意
外
な
こ
と
に
、
民
間
に
伝
承
さ
れ
る
鹿
島
踊
の
事
例
は
非
常

に
限
ら
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら
そ
の
本
拠
地
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
茨
城
県
鹿
島
地

方
に
は
そ
の
痕
跡
を
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
現
存
す
る
民
俗
芸
能
と
し

て
も
っ
と
も
良
く
知
ら
れ
た
鹿
島
踊
の
事
例
で
あ
る
東
京
都
奥
多
摩
町
小お

河ご

内う
ち

の
鹿
島
踊

は
、
こ
の
種
の
芸
能
の
典
型
例
と
は
見
な
せ
な
い
こ
と
も
、
こ
の
踊
り
の
理
解
の
し
に
く

さ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
１
） 

相
模
湾
西
岸
の
鹿
島
踊

　

そ
の
中
で
、
神
奈
川
県
西
湘
地
域
か
ら
静
岡
県
東
伊
豆
地
方
に
か
け
て
の
相
模
湾
西
岸
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部
に
は
、
ほ
と
ん
ど
村
ご
と
に
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
濃
密
に
鹿
島
踊
が
伝
承
さ
れ
て
き

た
。
そ
れ
ら
は
芸
態
や
歌
の
詞
章
、
衣
装
や
使
用
さ
れ
る
楽
器
・
道
具
等
に
多
く
の
共
通

点
が
見
ら
れ
、
一
連
の
伝
承
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
相
模
湾
西
岸
部
の
鹿
島
踊
を
最
初
に
ま
と
ま
っ
て
紹
介
し
た
の
は
、
神
奈
川
県
の

民
俗
芸
能
の
調
査
研
究
に
尽
力
し
た
永
田
衡
吉
で
あ
る
（
第
四
章
第
二
節
）
。
永
田
は
『
神

奈
川
県
民
俗
芸
能
誌
』
に
お
い
て
、
北
は
小
田
原
市
石
橋
か
ら
、
南
は
東
伊
豆
町
北ほ
っ

川か
わ

ま

で
の
二
二
ヶ
所
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
（
永
田
、
一
九
六
八
）
。
永
田
の
報
告
に
よ
っ
て
、

黄
金
柄
杓
・
日
形
・
月
形
と
い
う
三
役
を
中
心
と
し
た
踊
り
の
編
成
、
円
舞
（
円
形
）
と

方
舞
（
列
形
）
の
隊
形
変
化
が
特
徴
的
な
芸
態
、
主
要
部
分
が
共
通
す
る
詞
章
の
構
成
、

神
幸
の
先
払
い
を
務
め
る
と
い
う
役
割
、
鹿
島
の
事
触
を
介
し
た
伝
播
と
成
年
戒
行
（
イ

ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
と
し
て
の
地
域
社
会
に
お
け
る
受
容
、
千
葉
や
茨
城
に
あ
る
弥
勒
踊

と
の
関
連
性
と
い
っ
た
、
現
在
に
も
続
く
鹿
島
踊
の
基
本
的
な
理
解
が
示
さ
れ
た
。

　

永
田
の
所
論
の
な
か
で
興
味
深
い
の
は
、
鹿
島
踊
が
西
湘
か
ら
東
伊
豆
の
一
帯
の
沿
岸

部
に
近
接
し
て
伝
え
ら
れ
、
一
定
の
季
節
に
踊
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
村
か
ら
村
へ

厄
神
を
送
り
渡
す
大
規
模
な
「
か
け
踊
り
」
だ
と
す
る
見
解
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
地
域
の
鹿
島
踊
の
形
式
的
特
徴
が
大
同
小
異
な
の
も
、
村
々
の
間
で
同
じ
踊
り
を
踊
り

継
ぐ
と
言
う
連
絡
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
。
鹿
島
踊
を
か
け
踊
り
と
見
る
の
は
、
そ
れ

以
前
の
柳
田
國
男
の
所
論
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
注
目
に
値
す
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
こ
の
踊
り
が
歴
史
上
の
あ
る
時
期
に
修
験
者
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
い

た
と
す
る
見
解
は
、
後
の
調
査
に
よ
っ
て
も
十
分
な
根
拠
が
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま

た
踊
り
の
衣
装
に
つ
い
て
、
白
張
姿
に
扇
を
持
つ
こ
と
を
正
装
と
し
、
浴
衣
に
団
扇
の
神

奈
川
県
の
例
を
そ
の
崩
れ
た
姿
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鹿
島
の
事
触
を
祖
型
に
お
い

た
演
繹
的
な
断
定
で
、
各
地
に
伝
え
ら
れ
た
歴
史
的
な
実
態
の
理
解
と
し
て
は
当
て
は
ま

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
今
回
の
調
査
の
結
果
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
成
果
に
続
い
て
、
吉
川
祐
子
は
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
の
論
文
「
相
模
湾

西
海
岸
の
鹿
島
踊
」
に
お
い
て
、
永
田
と
同
様
、
小
田
原
市
か
ら
東
伊
豆
町
に
か
け
て
の

二
二
ヶ
所
（
踊
る
機
会
と
し
て
は
二
八
の
祭
礼
）
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
し
た
。

　

吉
川
論
文
の
重
要
な
指
摘
は
、
連
な
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
、

踊
り
の
場
、
採
物
と
役
割
（
三
役
、
太
鼓
・
鉦
、
歌
あ
げ
等
）
、
衣
装
、
踊
り
の
隊
形
、

踊
り
歌
の
詞
章
、
音
楽
な
ど
を
実
態
に
も
と
づ
き
比
較
し
、
緩
や
か
に
二
つ
の
タ
イ
プ
に

分
け
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
あ
る
（
吉
川
、
一
九
八
八
）
。
熱
海
市
来き
の
み
や宮

あ
る
い
は
初
島
あ
た
り
を
境
に
し
て
、
そ
れ
よ
り
北
側
で
は
、

・ 

神
社
を
出
た
鹿
島
踊
は
浜
な
ど
の
仮
宮
に
出
て
踊
り
、
再
び
神
社
に
戻
る
（
こ
の
場
合
、

神
輿
に
随
行
す
る
御
旅
所
祭
礼
の
形
式
を
と
る
）

・ 

三
役
の
採
物
の
う
ち
、
鏡
に
は
色
紙
の
装
飾
が
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い

・ 

衣
装
は
浴
衣
が
多
い

・ 

踊
り
は
最
後
に
サ
オ
ド
リ
（
列
形
）
で
終
わ
る
も
の
が
多
い
（
そ
の
ま
ま
行
列
し
て
次

の
場
所
に
移
動
す
る
）

　

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
一
方
そ
れ
に
対
し
て
南
側
で
は
、

・ 

神
社
を
出
て
仮
宮
に
渡
っ
た
鹿
島
踊
は
神
社
に
は
戻
ら
な
い

・ 

鏡
は
柄
の
先
に
金
銀
の
紙
を
貼
っ
た
円
形
の
板
と
紙
垂
を
付
け
た
比
較
的
シ
ン
プ
ル
な

も
の
が
多
い

・ 

衣
装
は
白
張
で
、
立
烏
帽
子
を
合
わ
せ
る
例
が
多
い

・ 
踊
り
は
マ
オ
ド
リ
（
円
形
）
で
終
わ
る
も
の
が
多
い

　

と
い
っ
た
特
徴
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
歌
の
詞
章
で
も
、
基
本
と
な
る
五
番
の
歌
に
加

え
ら
れ
る
歌
に
違
い
が
あ
り
、
と
く
に
南
側
に
付
加
さ
れ
る
歌
が
多
い
と
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
神
奈
川
県
側
と
静
岡
県
側
で
、
熱
海
市
初
島
な
ど
を
そ
の
中
間
形
態
と
し
て
形

式
的
に
区
別
さ
れ
る
特
徴
は
、
今
回
の
調
査
も
含
め
た
後
の
調
査
で
も
お
お
よ
そ
確
認
さ
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れ
た
。

　

ま
た
吉
川
論
文
で
は
、
鹿
島
踊
の
宗
教
的
機
能
に
つ
い
て
も
考
察
が
加
え
ら
れ
、
八
坂

神
社
や
津
島
神
社
な
ど
の
所
謂
「
天
王
さ
ん
」
を
祭
る
神
社
で
踊
ら
れ
る
例
が
多
い
こ
と

か
ら
、
御
霊
信
仰
に
通
じ
る
疫
神
を
鎮
送
す
る
機
能
と
、
海
の
彼
方
か
ら
や
っ
て
く
る
若

い
神
が
、
海
岸
の
石
や
岩
に
寄
り
付
い
た
と
い
う
漂
着
神
の
伝
承
を
も
ち
、
そ
の
神
を
迎

え
る
再
現
の
た
め
に
浜
の
仮
宮
に
踊
り
を
奉
納
す
る
と
い
う
神
迎
え
の
機
能
と
の
両
面
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
村
か
ら
村
へ
踊
り
継
ぐ
と
い
う
永
田
の
か

け
踊
り
説
に
再
考
を
迫
る
見
解
で
あ
る
。

　

付
け
加
え
て
、
伊
豆
大
島
元
町
の
吉
谷
神
社
の
正
月
祭
に
も
鹿
島
踊
が
踊
ら
れ
る
。
地

理
的
に
も
相
模
湾
西
岸
の
鹿
島
踊
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
現
在
の
芸
態
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
（
俵
木
、
二
〇
〇
九
）
。

　

そ
の
後
、
静
岡
県
の
東
伊
豆
地
方
の
鹿
島
踊
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）

年
か
ら
実
施
さ
れ
た
調
査
に
基
づ
い
て
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
に
国
記
録
選
択
無

形
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
『
東
伊
豆
地
方
の
鹿
島
踊
』
が
刊
行
さ
れ
、
当
時
、
静
岡

県
内
で
現
存
し
て
い

た
一
〇
ヶ
所
、
お
よ

び

休
止
・
廃
絶
中

で
あ
っ
た
二
ヶ
所

の
鹿
島
踊
の
詳
細

な
報
告
が
な
さ
れ
た

（
静
岡
県
教
育
委
員

会
文
化
財
保
護
課
、

二
〇
一
一
）
。
今
回

の
事
業
は
、
こ
の
東

伊
豆
の
調
査
を
補
う
べ
く
、
神
奈
川
県
内
の
鹿
島
踊
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
安
房
の
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ

　

と
こ
ろ
で
こ
の
相
模
湾
西
岸
と
並
ん
で
鹿
島
踊
・
弥
勒
踊
系
の
民
俗
芸
能
が
ま
と
ま
っ

て
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
が
、
千
葉
県
館
山
市
・
南
房
総
市
な
ど
の
安
房
地
方
の
沿
岸
部
で

あ
る
。
こ
の
地
方
で
は
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
と
呼
ば
れ
る
例
が
多
く
、
地
元
で
は
「
神
子
」
す

な
わ
ち
「
ミ
コ
」
の
踊
り
で
あ
る
と
か
、
「
女
の
子
」
す
な
わ
ち
「
メ
ノ
コ
」
の
踊
り
で

あ
る
と
い
っ
た
解
釈
が
通
っ
て
い
る
が
、
「
ミ
ロ
ク
オ
ド
リ
」
の
転
訛
で
あ
る
と
考
え
る

の
が
自
然
だ
ろ
う
。

　

現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
は
、
館
山
市
洲す
の
さ
き崎

・
洲
崎
神
社
の
洲
崎
踊
り
（
国
記
録
選
択

無
形
民
俗
文
化
財
、
地
元
で
は
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
と
呼
ぶ
）
の
ほ
か
、
館
山
市
波は

左さ

間ま

・
諏

訪
神
社
、
千
倉
町
川
口
・
鹿
島
神
社
の
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
（
両
者
を
合
わ
せ
て
「
南
房
総
地

方
の
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
」
と
し
て
国
記
録
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
）
の
三
例
で
あ
る
。
現
在

は
こ
れ
だ
け
だ
が
、
か
つ
て
は
こ
の
地
域
一
帯
で
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の

痕
跡
が
多
く
発
見
で
き
る
ほ
か
、
同
地
域
内
や
周
辺
に
は
類
例
と
考
え
ら
れ
る
芸
能
も
い

く
つ
か
見
ら
れ
る
。

　

か
つ
て
安
房
の
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
は
、
鹿
島
踊
の
類
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
両
者
に
は
看
過
で
き
な
い
相
違
も
多
く
あ
る
。
俵
木
悟
は
、
こ
の
相
違
に
注

目
す
る
こ
と
で
、
鹿
島
踊
の
多
様
な
展
開
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
説
い

た
（
俵
木
、
二
〇
〇
四
）
。

　

例
え
ば
、
安
房
の
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
で
子
ど
も
（
と
り
わ
け
女
児
）

の
踊
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
主
に
若
者
組
織
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
、
踊
り
に
も
男
性

的
な
勇
壮
さ
が
強
く
表
現
さ
れ
て
い
る
相
模
湾
西
岸
の
鹿
島
踊
と
対
称
的
で
あ
る
。
ま
た

ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
に
は
、
相
模
湾
西
岸
の
鹿
島
踊
で
は
重
要
な
役
で
あ
る
特
別
な
採
物
を
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持
っ
た
三
役
が
存
在
し
な
い
。

こ
の
象
徴
的
な
要
素
が
取
り
除
か

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ロ

ク
の
世
を
待
望
す
る
心
意
の
表
現

で
あ
る
と
か
、
悪
疫
退
散
と
い
う

機
能
な
ど
は
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
、
歌
は
相
模
湾
西

岸
の
鹿
島
踊
と
比
べ
て
長
く
多
く

の
要
素
を
含
み
、
詳
し
く
検
討
し

て
み
る
と
近
世
の
流
行
歌
や
俗
謡

な
ど
様
々
な
要
素
が
混
在
し
て
い

る
。
総
じ
て
安
房
の
ミ
ノ
コ
オ
ド

リ
に
は
祭
礼
を
華
や
か
に
彩
る
風
流
の
性
格
が
強
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

千
葉
県
館
山
市
相あ
い
の
は
ま
浜
の
近
世
中
期
の
名
主
の
日
記
に
は
、
鹿
島
よ
り
祢
宜
が
来
て
弥
勒

踊
を
踊
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
（
児
玉
・
川
村
、
一
九
七
二
）
、
こ
の
地
域
の
ミ
ノ
コ

オ
ド
リ
の
種
と
な
っ
た
の
は
や
は
り
事
触
の
伝
え
た
踊
り
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
鹿
島
踊
を
鹿
島
の
事
触
の
存
在
と
の
み
直
接
結
び
つ
け
て
考
え
る
だ
け
で
は
こ
れ
ら
の

芸
能
の
性
格
は
把
握
し
き
れ
ず
、
安
房
の
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
だ
け
で
な
く
、
鹿
島
踊
・
弥
勒

踊
系
の
芸
能
の
多
様
な
性
格
の
全
貌
を
捉
え
る
の
に
十
分
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
安
房
の
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
の
ふ
る
さ
と
文
化
再
興
事
業
の

補
助
を
受
け
て
、
平
成
一
九
・
二
〇
（
二
〇
〇
七
・
二
〇
〇
八
）
年
の
調
査
を
も
と
に
平
成

二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
製
作
さ
れ
た
映
像
記
録
『
安
房
の
み
の
こ
踊
り
』
の
解
説
書
に
、

現
行
三
ヶ
所
の
報
告
を
中
心
に
し
た
総
合
的
な
解
説
が
あ
る
（
み
の
こ
踊
り
映
像
記
録
作

成
委
員
会
、
二
〇
〇
九
）
。
ま
た
千
葉
県
内
に
は
、こ
の
安
房
の
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
の
他
に
も
、

下
総
の
成
田
市
・
印
西
市
周
辺
な
ど
に
、
花
見
、
オ
コ
ト
、
オ
ビ
シ
ャ
、
初
午
な
ど
の
初

春
の
祭
り
に
、
か
つ
て
「
み
ろ
く
」
を
称
す
る
歌
舞
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
次
に
述
べ
る
鹿
島
み
ろ
く
に
近
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え

ら
れ
る
（
俵
木
、
二
〇
一
四
）
。

　

（
３
）
鹿
島
み
ろ
く

　

前
述
の
通
り
、
鹿
島
踊
は
す
で
に
近
世
中
期
ご
ろ
に
は
、
茨
城
県
鹿
島
地
方
で
女
性
が

踊
る
念
仏
踊
り
風
の
踊
り
と
さ
れ
た
弥
勒
踊
と
混
淆
し
て
い
た
。
こ
の
女
性
が
踊
る
弥
勒

踊
が
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
近
年
ま
で
、
年
配
の
女
性
が
定
期
的
に

催
す
お
酒
盛
り
な
ど
の
行
事
の
際
に
歌
い
踊
る
、
通
称
「
鹿
島
み
ろ
く
」
が
鹿
嶋
市
周
辺

に
伝
わ
っ
て
い
た
。
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
に
鹿
島
文
化
研
究
会
が
刊
行
し
た
『
鹿

島
み
ろ
く
』
で
は
、
旧
鹿
島
町
内

だ
け
で
も
三
四
ヶ
所
の
「
み
ろ
く
」

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
（
鹿

島
文
化
研
究
会
、
一
九
七
三
）
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
こ
れ
ら
は
急

速
に
廃
絶
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

「
鹿
島
み
ろ
く
」
は
平
成
二
一

（
二
〇
〇
九
）
年
に
国
の
記
録
作
成

等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
民
俗

文
化
財
に
選
択
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を

受
け
て
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年

に
刊
行
さ
れ
た
『
「
鹿
島
み
ろ
く
」

調
査
報
告
書
』
で
は
、
わ
ず
か
三
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例
の
継
承
し
か
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
（
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
、
二
〇
一
四
）
。
鹿
嶋
市

周
辺
部
に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
と
、
潮
来
市
徳
島
の
水
神
祭
に
演
じ
ら
れ
る
み
ろ
く
踊
り

な
ど
い
く
つ
か
類
例
も
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
伝
承
の
衰
退
の
度
は
著
し
い
。

　

な
お
茨
城
県
内
に
は
、
鹿
島
み
ろ
く
の
他
に
、
祭
礼
行
列
に
底
抜
け
屋
台
な
ど
の
中
で

舞
わ
さ
れ
る
杖
頭
人
形
の
通
称
「
棒
み
ろ
く
」
が
、
水
戸
市
や
そ
の
周
辺
に
伝
わ
っ
て
い

た
。
廃
絶
し
た
事
例
が
多
い
が
、
現
存
す
る
水
戸
市
大
野
の
み
ろ
く
ば
や
し
（
「
大
串
の

さ
さ
ら
と
大
野
の
み
ろ
く
」
と
し
て
国
記
録
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
）
や
小お

美み

玉た
ま

市
竹
原

裏
町
の
み
ろ
く
に
は
、
鹿
島
踊
・
弥
勒
踊
と
共
通
す
る
歌
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
何
ら
か
の

経
緯
で
鹿
島
踊
あ
る
い
は
弥
勒
踊
が
祭
礼
風
流
と
し
て
の
杖
頭
人
形
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
中
村
、
二
〇
一
四
）
。

（
４
） 

祭
礼
行
列
に
出
る
鹿
島
踊

　

さ
ら
に
別
の
鹿
島
踊
の
存
在
形
態
と
し
て
、
祭
礼
行
列
に
参
加
す
る
鹿
島
踊
の
例
が
挙

げ
ら
れ
る
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
静
岡
県
島
田
市
の
大
井
神
社
の
大
祭

に
出
る
鹿
島
踊
、
同
県
焼
津
市
の
吉
永
八
幡
宮
の
祭
礼
に
出
る
鹿
島
踊
、
そ
し
て
長
野
県

飯
田
市
お
練
り
祭
り
に
出
る
鹿
島
踊
な
ど
が
あ
る
。

　

島
田
の
大
祭
は
現
在
三
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
。
華
や
か
な
大
名
行
列
が
中
心
で
、
そ

の
う
ち
大
奴
が
腰
に
太
刀
を
付
け
、
そ
こ
に
帯
を
掛
け
て
練
り
歩
く
こ
と
か
ら
「
帯
ま
つ

り
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
行
列
の
附
祭
と
し
て
、
長
唄
に
合
わ
せ
る
踊
り
の
屋
台

な
ど
と
と
も
に
第
六
街
が
鹿
島
踊
を
出
す
。
行
列
の
進
行
に
合
わ
せ
て
総
勢
一
六
名
（
三

番
叟
二
、
お
鏡
二
、
鼓
六
、
サ
サ
ラ
六
）
が
二
列
に
な
っ
て
、
笛
・
太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊

る
も
の
で
あ
る
。
歌
詞
は
な
く
、
踊
り
の
姿
は
三
番
叟
を
思
わ
せ
る
が
、
そ
の
先
頭
に
烏

帽
子
に
白
張
姿
の
者
が
立
つ
こ
と
や
、
「
お
鏡
」
と
呼
ぶ
採
物
が
長
柄
の
幣
の
よ
う
で
あ

り
、
そ
の
鏡
の
部
分
が
金
銀
の
対
で
日
形
・
月
形
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
鹿
島
踊
を

連
想
さ
せ
る
要
素
も
あ
る
（
島
田
大
祭
史
研
究
会
、
二
〇
一
九
）
。

　

長
野
県
飯
田
の
お
練
り
祭
り
は
、
六
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
大
宮
諏
訪
神
社
の
式
年
祭

で
、
近
隣
か
ら
多
く
の
芸
能
が
集
ま
り
市
街
を
練
り
歩
く
盛
大
な
祭
礼
で
あ
る
。
そ
の
中

に
松
尾
町
三
丁
目
の
出
し
物
と
し
て
鹿
島
踊
が
あ
る
。
文
化
年
間
に
は
行
わ
れ
て
い
た

と
言
わ
れ
る
が
、
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
以
来
長
く
途
絶
え
て
お
り
、
平
成
一
六

（
二
〇
〇
四
）
年
の
祭
礼
か
ら
一
部
復
活
上
演
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
演
目
を

総
称
し
て
鹿
島
踊
と
称
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
「
宮み
や

仕じ

子こ

舞ま
い

」
は
明
ら
か
に
鹿
島
踊

の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
烏
帽
子
に
白
張
姿
で
、
手
に
比
較
的
小
さ
な
幣

を
持
っ
て
踊
る
も
の
だ
が
、
そ
の
姿
は
も
ち
ろ
ん
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
歌
詞
に
も
他
の

鹿
島
踊
と
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
製
作
年
代
不
詳
な
が
ら
、
こ
の
祭
礼
を
描
い

た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
絵
画
資
料
『
春
田
打
之
文
』
に
は
「
信
濃
国
伊
奈
郡

郊
戸
庄
飯
田
／
大
宮
諏
訪
大
明
神
祭
禮
申
年
寅
年
／
松
尾
町
三
丁
目
鹿
嶋
躍
之
文
」
と

し
て
、
歌
の
詞
章
と
と
も
に
、
烏
帽
子
に
白
張
姿
の
青
年
が
大
振
り
の
御
幣
状
の
採
物

を
持
っ
て
踊
る
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
明
確
に
鹿
島
踊
の
姿
を
示
し
て
い
る
（
俵
木
、

二
〇
〇
六
、
一
〇
七
頁
）
。

　

こ
の
よ
う
に
、
比
較
的
大
規
模
な
祭
礼
に
お
い
て
祭
礼
行
列
の
附
祭
と
し
て
鹿
島
踊
が

出
る
と
い
う
形
態
は
、
現
存
す
る
例
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
そ
れ
は
一
過
性
、
新
奇
性
を

旨
と
す
る
祭
礼
風
流
の
宿
命
で
あ
っ
て
、
歴
史
を
紐
解
け
ば
幅
広
く
様
々
な
事
例
が
見
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
近
世
中
期
の
神
田
明
神
祭
礼
を
描
い
た
と
さ
れ
る
絵
巻
に
は
、
鹿
島
踊
と
思

し
き
姿
が
あ
る
（
木
下
・
福
原
、
二
〇
〇
九
）
。
尾
張
名
古
屋
城
下
の
御
鍬
祭
の
記
録
に

も
、
事
触
姿
の
仮
装
行
列
と
思
し
き
鹿
島
踊
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
名
古
屋
市
博
物
館
、

二
〇
〇
五
）
。
こ
の
よ
う
な
都
市
の
大
祭
礼
の
様
式
が
、
地
方
の
祭
礼
に
も
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
っ
た
可
能
性
は
十
分
あ
っ
た
だ
ろ
う
（
祭
礼
風
流
と
し
て
の
鹿
島
踊
に
つ
い
て
は
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第
四
章
第
四
節
）
。

３　

近
世
都
市
風
俗
の
な
か
の
鹿
島
踊

　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
都
市
祭
礼
も
そ
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
る
が
、
本
章
第
一
節
に
述
べ

た
よ
う
に
、
近
世
江
戸
の
庶
民
文
化
に
お
い
て
、
鹿
島
踊
は
想
像
以
上
に
広
く
親
し
ま
れ

た
題
材
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
例
え
ば
「
子
供
遊
び
の
図
」
と
称
し
て
子
ど
も
た
ち

が
鹿
島
踊
を
踊
っ
て
い
る
姿
を
描
い
た
風
俗
画
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
安
政
の
大
地
震

に
際
し
て
刷
ら
れ
た
鯰
絵
の
中
に
、
「
鹿
島
恐
お
そ
れ

」
と
題
し
て
鹿
島
踊
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

も
の
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
茨
城
県
立
歴
史
館
、
二
〇
〇
八
）
。
祭
礼
の
場
を

離
れ
て
、
日
常
的
な
生
活
の
描
写
や
世
相
の
風
刺
に
ま
で
鹿
島
踊
が
題
材
と
し
て
現
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
庶
民
の
あ
い
だ
に
、
鹿
島
踊
の
イ
メ
ー
ジ
が
深
く
浸
透
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

同
様
に
、
舞
台
芸
能
で
あ
る
歌
舞
伎
や
舞
踊
に
鹿
島
の
事
触
が
登
場
し
た
り
、
長
唄
の

曲
に
鹿
島
踊
を
題
材
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
り
と
、
当
時
の
芸
能
の
な
か
に
も
鹿
島
踊
は

し
ば
し
ば
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

歌
舞
伎
研
究
者
の
服
部
幸
雄
は
、
近
世
初
期
の
風
俗
画
に
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
「
男
舞

図
」
の
御
幣
を
負
っ
た
姿
に
注
目
し
、
こ
れ
が
何
ら
か
の
祝
福
芸
能
者
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
も
の
と
想
定
し
た
。
さ
ら
に
男
舞
に
は
「
大
小
を
あ
ら
そ
ふ
」
演
出
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
「
大
小
の
舞
」
と
す
る
高
野
辰
之
の
説
を
認
め
、
「
御
幣
を
負
う
と
い
う
奇
抜
な

扮
装
が
、
何
の
参
考
も
な
く
突
然
に
思
い
つ
か
れ
る
と
は
考
え
難
い
。
当
時
の
大
衆
が
こ

の
姿
を
見
れ
ば
直
ち
に
そ
れ
と
理
解
で
き
る
ほ
ど
見
慣
れ
た
風
俗
の
中
に
、
こ
れ
が
あ
っ

た
に
違
い
な
い
」
と
述
べ
る
（
服
部
、
一
九
六
八
、
四
一
八
頁
）
。
こ
の
「
見
慣
れ
た
風
俗
」

と
は
鹿
島
の
事
触
の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　

 

両
者
の
習
合
は
単
に
服
装
の
上
で
類
似
の
点
が
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
行
な
わ

れ
得
た
わ
け
は
な
い
。
初
期
歌
舞
伎
の
男
舞
は
、
鹿
島
事
触
の
重
要
な
役
割
で
あ
っ
た

「
月
の
大
小
を
か
ぞ
え
る
」
こ
と
を
同
時
に
採
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
く
新
し
い

舞
台
様
式
を
創
始
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
三
番
叟
に
代
わ
る
彼
ら
の
祝
福
芸
能
と
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
（
服
部
、
一
九
六
八
、
四
一
九
頁
）

と
、
初
期
歌
舞
伎
の
生
み
出
し
た
新
し
い
祝
福
芸
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
服
部
の
見
解
は
、
現
在
も
っ
と
も
良
く
知
ら
れ
る
民
俗
芸
能
と
し
て
の
鹿
島
踊
の
事

例
で
あ
り
な
が
ら
、
他
の
鹿
島
踊
・
弥
勒
踊
系
芸
能
と
の
位
置
付
け
が
難
し
い
、
東
京
都

奥
多
摩
町
の
小
河
内
の
鹿
島
踊
の
理
解
に
も
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
必
ず
踊
り
の
最

初
に
演
じ
ら
れ
る
「
三
番
叟
」
の
曲
で
、
長
柄
の
御
幣
と
扇
を
持
っ
て
「
加
志
摩
踊
を
い

ざ
踊
る
」
と
歌
に
合
わ
せ
て
踊
る
様
式
は
、
こ
の
初
期
歌
舞
伎
の
祝
福
芸
を
伝
え
る
も
の

と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

月
の
大
小
を
見
る
と
は
、
す
な
わ
ち
陰
暦
に
お
け
る
暦
の
知
識
で
あ
り
、
事
触
が
こ
れ

を
求
め
に
応
じ
て
授
け
て
い
た
の
が
「
神
託
」
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
指
摘
も
あ
る
（
福
原
、
二
〇
一
九
）
。
「
大
小
を
見
る
」
こ
と
が
鹿
島
の
事
触
と
強
く
結

び
つ
い
て
い
た
こ
と
は
、
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
刊
と
さ
れ
る
歌
謡
集
『
落
葉
集
』
に

収
め
ら
れ
た
「
大
小
見
踊
」
と
い
う
曲
に
も
う
か
が
え
る
。
「
鹿
島
浦
か
ら
な
う
、
浦
か

ら
〳
〵
宝
船
が
着
い
た
と
さ
」
と
い
う
鹿
島
踊
歌
に
典
型
的
な
一
節
に
続
け
て
、
は
っ
き

り
と
「
鹿
島
踊
を
ば
ち
ゝ
ち
っ
と
」
踊
る
と
い
う
詞
を
含
み
、
「
大
小
見
踊
＝
鹿
島
踊
」

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
高
野
、
一
九
四
二
、
四
五
二
頁
）
。
ち
な
み
に
こ
の
歌

は
「
是
や
此
方
へ
御
免
な
ろ
…
」
と
続
く
が
、
こ
の
詞
章
は
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年

刊
の
井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
『
日
本
永
代
蔵
』
巻
五
に
事
触
の
台
詞
と
し
て
出
て
く
る

「
是
や
こ
な
た
へ
、
御
免
な
り
ま
し
ょ
。
鹿
嶋
大
明
神
さ
ま
の
御
託
宣
に
…
」
（
野
間
、
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一
九
六
〇
、
一
五
七
頁
）
と
い
う
台
詞
の
引
用
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
江
戸
後

期
、
文
政
期
の
『
今
様
職
人
尽
歌
合
』
に
描
か
れ
た
「
事
ふ
れ
」
の
姿
に
付
さ
れ
た
「
こ

れ
や
こ
な
た
へ
ご
め
ん
な
れ　

鹿
島
の
神
の
ご
た
く
せ
む
で
お
ン
じ
ゃ
り
申
す
」
と
い

う
台
詞
に
ま
で
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（T

h
e
 
B
r
i
t
i
s
h
 
M
u
s
e
u
m
:
 
M
u
s
e
u
m
 
n
u
m
b
e
r
 

1
9
7
9
,
0
3
0
5
,
0
.
2
8
0
.
1

）
。

　

他
に
も
、
長
唄
の
舞
踊
曲
『
四し
き
の
な
が
め
よ
せ
て
み
つ
だ
い

季
詠
寄
三
大
字
』
の
一
曲
「
俄
か
し
ま
踊
」
は
、

一
二
ヶ
月
所
作
事
の
八
月
の
部
で
、
亀
戸
祭
が
舞
台
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
こ
の
曲

の
題
材
と
な
っ
た
の
は
吉
原
の
八
朔
に
行
わ
れ
る
俄
祭
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
吉
原
俄
に
お
け
る
鹿
島
踊
に
つ
い
て
は
鳥
居
清
長
や
喜
多
川
歌
麿
の
浮
世
絵
に
よ
る

描
写
が
あ
り
、
竹
内
道
敬
は
こ
れ
を
江
戸
の
祭
礼
の
附
祭
の
模
倣
と
指
摘
し
て
い
る
（
竹

内
、
一
九
九
六
）
。
長
唄
に
は
他
に
も
、
『
月つ
き

雪ゆ
き

花は
な

蒔ま
き

絵え

の
巵
さ
か
ず
き』
の
「
花
の
巻
」
、
『
花は
な

扇
お
う
ぎ

裾す
そ
の

野の

神か
み

瑞が

籬き

』
の
「
か
し
ま
を
ど
り
」
、
『
法
の
り
の
は
な
し
き
の
う
て
な

花
四
季
臺
』
の
「
鹿
島
踊
」
な
ど
、
鹿
島

踊
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
多
く
の
舞
踊
曲
が
あ
る
。

　

ま
た
、
詳
述
す
る
紙
数
は
な
い
が
、
近
世
に
新
造
さ
れ
た
官
船
の
進
水
式
や
将
軍
・
藩

主
な
ど
の
乗
船
に
際
し
て
御
船
手
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
御
船
歌
は
、
幕
府
や
藩
に
よ
っ
て

御
船
歌
集
に
ま
と
め
ら
れ
て
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
鹿
嶋
」
「
巡
礼
」

な
ど
の
曲
名
で
鹿
島
踊
に
通
じ
る
歌
が
残
さ
れ
て
お
り
、
各
地
の
船
祭
の
な
か
で
歌
わ
れ

る
こ
と
も
多
い
（
俵
木
、
二
〇
〇
四
）
。
真
鶴
貴
船
神
社
の
例
祭
に
お
い
て
も
、
船
歌
は

欠
か
せ
な
い
（
第
五
章
第
二
節
）
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
例
の
す
べ
て
が
、
鹿
島
の
事
触
や
、
事
触
が
踊
っ
た
と
さ
れ
る
鹿

島
踊
の
姿
を
写
実
的
に
捉
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
歌
謡
や
文
芸
、
あ

る
い
は
舞
台
芸
能
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
描
か
れ
た
鹿
島
の
事
触
や
鹿
島
踊
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
流
通
し
、
時
間
や
空
間
を
超
え
て
人
々
の
あ
い
だ
に
共

有
さ
れ
、
さ
ら
に
は
人
び
と
の
想
像
と
創
造
の
源
泉
と
な
っ
て
、
各
地
の
鹿
島
踊
を
形
成

す
る
下
地
を
作
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
理
解
を
念
頭
に
置
い
て
、
多
様
な
民
俗
芸

能
の
鹿
島
踊
・
弥
勒
踊
の
様
式
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

４　

本
調
査
の
成
果
か
ら

　

最
後
に
、
今
回
、
平
成
三
〇
年
か
ら
令
和
二
年
の
間
に
実
施
し
た
現
地
調
査
か
ら
得
ら

れ
た
成
果
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

現
行
地
区
と
し
て
は
小
田
原
市
米
神
、
根
府
川
、
真
鶴
町
真
鶴
、
湯
河
原
町
吉
浜
、
鍛

冶
屋
の
五
地
区
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
平
成
二
三
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
江
之

浦
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
五
地
区
に
準
じ
る
調
査
が
実
施
で
き
た
こ
と
か
ら
、
現
行
五
地

区
と
同
等
の
扱
い
と
し
て
第
一
章
に
含
め
た
。
そ
の
ほ
か
調
査
時
点
で
休
止
・
廃
絶
し
て

い
た
事
例
と
し
て
は
、
小
田
原
市
石
橋
、
真
鶴
町
岩
、
湯
河
原
町
福
浦
、
門
川
の
四
地
区

に
つ
い
て
資
料
調
査
お
よ
び
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
な
お
こ
れ
以
外
に
も
、
『
足
柄

下
郡
神
社
誌
』
に
は
湯
河
原
町
宮
下
の
五
所
神
社
に
「
祭
祀
の
厳
修
に
は
領
主
名
主
の
奉

幣
行
事
、
氏
子
一
同
の
鹿
島
踊
の
奉
仕
あ
り
」
と
伝
わ
っ
て
い
た
と
す
る
資
料
の
報
告
が

あ
っ
た
（
平
井
、
一
九
六
七
、
一
七
八
頁
・
一
八
七
頁
）
。
同
書
に
よ
れ
ば
元
文
年
中
ま

で
で
、
そ
れ
以
後
は
廃
絶
さ
れ
た
と
い
う
。
現
地
調
査
で
は
存
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た

た
め
詳
細
な
報
告
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
回
の
調
査
対
象
地
区
以
外
に
も
、
か
つ
て
鹿

島
踊
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
第
一
章
お
よ
び
第
二
章
に
ゆ
ず
る
が
、
こ

れ
ら
の
成
果
は
、
調
査
時
点
に
お
け
る
各
地
区
で
の
伝
承
の
実
態
を
忠
実
に
報
告
し
た
も

の
で
あ
る
と
と
も
に
、
先
行
し
て
行
わ
れ
た
東
伊
豆
地
方
の
鹿
島
踊
の
報
告
（
静
岡
県
教

育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
、
二
〇
一
一
）
と
の
対
照
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

両
者
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
神
奈
川
県
内
の
鹿
島
踊
に
つ
い
て
今
回
の
調
査
の
成
果
と

し
て
気
づ
い
た
こ
と
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
く
。
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（
１
） 

神
奈
川
県
内
の
鹿
島
踊
の
特
徴

　

今
回
の
調
査
で
は
、
吉
川
の
報
告
や
『
東
伊
豆
地
方
の
鹿
島
踊
』
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
、

相
模
湾
西
岸
の
鹿
島
踊
の
全
体
的
な
特
徴
が
お
お
よ
そ
確
認
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と

く
に
衣
装
に
浴
衣
が
多
く
、
扇
で
は
な
く
団
扇
が
使
わ
れ
る
例
が
多
い
点
に
つ
い
て
、
永

田
は
こ
れ
を
崩
れ
た
姿
と
し
て
い
た
が
、
比
較
的
後
に
な
っ
て
踊
り
が
伝
播
し
て
き
た
と

考
え
ら
れ
る
神
奈
川
県
側
で
は
、
当
初
か
ら
そ
の
様
式
で
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
十
分
あ
り

得
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
現
在
は
扇
を
使
っ
て
い
る
吉
浜
、
根
府
川
な
ど
も
以

前
は
団
扇
を
用
い
て
お
り
、
文
化
財
指
定
や
芸
能
大
会
へ
の
出
演
を
契
機
に
扇
に
変
更
し

た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
、
む
し
ろ
永
田
の
見
解
が
県
内
各
地
の
伝
承
実
態
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
詳
細
が
掴
め
な
か
っ
た
近
世
期
の
鹿
島
踊
に
つ
い
て
、
吉
浜
や
鍛
冶

屋
で
一
九
世
紀
初
頭
に
鹿
島
踊
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
見
つ
か
っ
た
（
第
五
章

第
一
節
）
。
当
時
の
祭
礼
や
芸
能
の
実
態
ま
で
分
か
る
も
の
で
は
な
い
が
、
静
岡
県
境
に

近
い
湯
河
原
町
の
二
例
で
近
世
期
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
一
方
で
県
境
か
ら
遠
い
小

田
原
市
域
で
は
、
根
府
川
で
は
吉
浜
か
ら
、
米
神
で
は
西
伊
豆
か
ら
（
た
だ
し
西
伊
豆
に

は
鹿
島
踊
の
事
例
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
「
伊
豆
か
ら
」
と
理
解
し
た
い
）
、
石

橋
で
は
明
治
三
〇
年
代
に
な
っ
て
真
鶴
か
ら
伝
え
た
と
い
っ
た
由
来
伝
承
が
報
告
さ
れ

た
。
湯
河
原
町
内
の
事
例
が
伊
豆
方
面
と
同
様
の
白
張
の
衣
装
を
着
る
の
に
対
し
、
真
鶴

町
・
小
田
原
市
の
事
例
が
浴
衣
姿
を
基
調
と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
総
合
的
に
考
え
る
と
、

静
岡
方
面
か
ら
北
上
す
る
よ
う
に
踊
り
が
伝
播
し
て
き
た
ル
ー
ト
が
見
出
せ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

静
岡
県
側
の
事
例
と
の
比
較
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
吉
川
が
指
摘
し
た
通
り
、
神

奈
川
県
側
の
事
例
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
鹿
島
踊
が
行
列
で
進
行
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
踊
り
の
最
後
が
列
形
に
な
り
、
踊

り
場
か
ら
一
方
向
に
退
場
し
て
い
く
（
神
社
に
還
っ
た
際
に
は
反
対
に
社
殿
の
方
を
向

く
）
形
式
を
取
る
こ
と
が
、
現
行
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
例
で
確
認
さ
れ
た
（
現
在
は
中
断
し

て
お
り
、
中
断
前
も
人
数
の
減
少
か
ら
省
略
形
で
踊
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
江
之
浦
を

除
く
）
。
こ
れ
は
、
大
規
模
な
船
渡
御
の
祭
り
で
あ
る
真
鶴
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他

に
も
神
輿
巡
行
や
山
車
・
屋
台
の
曳
き
回
し
、
花
山
車
、
万
灯
な
ど
と
と
も
に
鹿
島
踊
が

移
動
す
る
祭
礼
様
式
に
も
関
係
す
る
。
現
在
は
鹿
島
踊
と
と
も
に
曳
か
れ
る
こ
と
は
な
い

が
、
吉
浜
・
鍛
冶
屋
・
江
之
浦
で
も
立
派
な
屋
台
を
所
有
し
、
そ
れ
に
付
随
す
る
囃
子
が

あ
っ
た
。
吉
浜
や
鍛
冶
屋
で
は
、
鹿
島
踊
と
屋
台
囃
子
を
青
年
団
の
内
部
で
役
割
分
担
し

て
お
り
、
両
者
が
競
合
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、

神
奈
川
県
側
で
は
、
踊
り
が
独
立
し
て
実
施
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
御
旅
所
祭
礼
の
編
成

の
一
要
素
と
し
て
鹿
島
踊
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
付
随
し
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
江
之
浦
・
石
橋

な
ど
で
鹿
島
踊
の
踊
り
手
の
青
年
が
化
粧
を
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
興
味
深

い
。
鹿
島
踊
と
は
別
だ
が
、
同
じ
祭
礼
の
中
で
米
神
・
福
浦
な
ど
で
青
年
が
女
装
や
化
粧

を
す
る
と
い
う
報
告
も
あ
っ
た
。
一
時
的
な
流
行
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
青
年
団
に
よ
る

厳
格
な
規
範
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
性
格
の
強
い
静
岡
県
側
で
は
あ
ま
り
聞
く
こ
と
の
な
い

特
徴
で
あ
り
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
、
風
流
の
仮
装
や
華
飾
の
精
神
が
表
れ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
あ
く
ま
で
相
対
的
に
で
は
あ
る
が
、
静
岡
県
側
と
比
較
し
た
場
合
、

賑
わ
い
を
演
出
す
る
風
流
の
性
格
が
強
く
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
神
奈
川
県
内
の
鹿

島
踊
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
地
域
で
の
伝
承
を
支
え
る
紐
帯
の
変
化

　

今
回
の
調
査
で
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、
か
つ
て
小
田
原
か
ら
真
鶴
ま
で
沿
岸
の
ほ
と
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ん
ど
す
べ
て
の
集
落
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
鹿
島
踊
が
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
若
い
衆
・
青

年
団
の
組
織
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
現
在
は
、
地
域
の
事
情
に
応
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
紐
帯
に
よ
っ
て
踊
り
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
第
四
章
第
五
節
）
。

　

こ
の
地
域
の
近
代
以
降
の
基
盤
と
な
る
産
業
は
、
一
般
的
な
農
業
に
加
え
て
、
石
材
業
、

漁
業
、
そ
し
て
柑
橘
栽
培
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
岩
や
根
府
川
な
ど
が
拠
点
と
な
っ
た
石

材
業
は
、
切
り
出
し
た
石
の
運
搬
や
人
夫
の
移
動
な
ど
、
鹿
島
踊
の
伝
播
や
隆
盛
の
背
景

と
し
て
語
ら
れ
る
地
区
が
多
い
。
真
鶴
の
よ
う
に
、
職
業
に
よ
っ
て
祭
礼
の
中
の
出
し
物

が
分
担
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

ま
た
漁
業
は
、
石
橋
・
米
神
・
江
之
浦
・
根
府
川
・
真
鶴
な
ど
、
い
ず
れ
も
大
規
模
定

置
網
が
主
力
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
米
神
で
ブ
リ
の
水
揚
げ
が
日
本
一
を
誇
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
大
規
模
網
漁
は
、
同
じ
網
元
で
働
く
地
元
の
青
年
た
ち
の
結

束
の
基
盤
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
環
境
の
変
化
や
獲
れ
る
魚
種
の
変
化
、
ま
た
養
殖
の
一

般
化
な
ど
の
影
響
で
、
昭
和
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
に
か
つ
て
の
盛
況
は
衰
え
、
そ
れ
と
と
も

に
青
年
団
の
組
織
も
弱
体
化
し
て
い
っ
た
。

　

加
え
て
、
明
治
時
代
の
豆
相
人
車
鉄
道
か
ら
、
大
正
時
代
の
東
海
道
本
線
（
旧
熱
海
線
）

の
開
通
と
、
そ
れ
に
続
く
沿
岸
部
の
道
路
網
の
整
備
は
、
こ
の
地
域
の
社
会
構
造
の
変
化

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
材
業
や
定
置
網
漁
は
、
そ
の
後
も
地
区
に

よ
っ
て
昭
和
戦
後
期
ま
で
一
定
の
規
模
で
続
け
ら
れ
る
も
の
の
、
静
岡
県
側
と
比
較
す
る

と
漁
業
等
に
依
存
す
る
度
合
い
は
低
く
な
り
、
人
の
移
動
に
と
も
な
っ
て
観
光
な
ど
の
第

三
次
産
業
へ
の
シ
フ
ト
や
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
早
く
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
が
、
相
対
的
に
後
の
時
代
ま
で
青
年
団
の
組
織
が
維
持
さ
れ
、
そ
の
内
部
で
の
世
代
間

継
承
が
厳
格
に
行
わ
れ
た
静
岡
県
側
の
鹿
島
踊
と
比
較
し
て
、
長
い
期
間
の
中
断
も
含
め

て
、
時
代
に
合
わ
せ
た
変
容
の
度
合
い
の
大
き
い
神
奈
川
県
側
の
鹿
島
踊
の
特
徴
と
な
っ

て
表
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
近
年
、
こ
れ
ら
の
踊
り
は
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
、
継
承
の

苦
労
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
青
年
団

に
代
わ
る
新
し
い
踊
り
の
伝
承
の
た
め
の
組
織
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
（
第
四
章
第
五

節
）
。

　

ま
ず
高
度
経
済
成
長
期
に
、
青
年
団
の
衰
退
と
入
れ
代
わ
る
よ
う
に
、
文
化
財
指
定
や
芸

能
大
会
へ
の
参
加
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
有
志
組
織
と
し
て
の
保
存
会
が
結
成
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
県
内
で
い
ち
早
く
国
の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
民
俗
文
化
財
の

選
択
を
受
け
た
吉
浜
で
は
、
現
在
も
文
化
財
と
し
て
の
様
式
を
保
つ
と
い
う
意
識
が
高
く
、

高
校
生
以
上
の
男
性
の
み
で
構
成
さ
れ
る
保
存
会
に
よ
る
伝
承
を
維
持
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
若
年
層
や
女
性
に
ま
で
門
戸
を
開
い
て
、
地
域
を
あ
げ
て
踊
り
を
継
承
し
よ

う
と
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
米
神
・
根
府
川
・
真
鶴
・
鍛
冶
屋
で
は
、

学
校
や
子
ど
も
会
を
単
位
と
し
て
小
学
生
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
米
神
・

根
府
川
で
は
、
当
然
の
よ
う
に
女
児
も
参
加
し
て
い
る
。
な
か
で
も
特
徴
的
な
の
は
根
府

川
で
、
特
認
校
で
あ
る
片
浦
小
学
校
に
学
区
外
か
ら
通
学
す
る
児
童
も
多
く
参
加
し
、
さ

ら
に
そ
の
保
護
者
が
歌
上
げ
に
加
わ
る
。
大
半
が
児
童
の
母
親
で
あ
る
た
め
、
踊
り
歌
も

女
性
の
声
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
衣
装

は
伝
統
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
銘
々
の
浴
衣
や
半
被
な
ど
も
用
い
ら
れ
、
採
物
も
軽
く
作

る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
定
期
的
な
稽
古
も
必
要
に
な
る
が
、
そ
れ
は
地
域
内
の

様
々
な
世
代
の
交
流
の
場
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
神
奈
川
県
内
の
鹿
島
踊
は
、
新
し
い
時
代
に
新
し
い
役
割
を
も
っ
て
継

承
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
に
は
厳
し
い
状
況
を
克
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
が
、
今
回
の
調
査
の
成
果
が
、
少
し
で
も
そ
の
よ
う
な
地
域
で
の
継
承
活
動
の
支

え
に
な
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

（
俵
木　

悟
）
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城
県
内
「
鹿
島
み
ろ
く
」
の
歴
史
と
現
状
」
全
日
本
郷
土
芸

能
協
会
作
成
『
「
鹿
島
み
ろ
く
」
調
査
報
告
書
』
文
化
庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課

中 

山
信
名
（
栗
田
寛
・
補
）　

一
九
〇
一
『
新
編
常
陸
國
誌
（
積
善
堂
蔵
版
）
』
下
加
納
與

右
衛
門

名 

古
屋
市
博
物
館
編　

二
〇
〇
五
『
御
鍬
祭
真
景
図
略 

二
』
名
古
屋
市
博
物
館

野 

間
光
辰
校
注　

一
九
六
〇
『
西
鶴
集　

下
（
日
本
古
典
文
学
体
系　

四
八
）』
岩
波
書
店

服
部
幸
雄　

一
九
六
八
『
歌
舞
伎
成
立
の
研
究
』
風
間
書
房

俵 

木
悟　

二
〇
〇
四 

「
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
の
系
譜
：
鹿
島
踊
・
弥
勒
踊
の
原
像
か
ら
距
離
を

お
い
て
」
『
芸
能
の
科
学
』
三
一

俵 

木
悟　

二
〇
〇
六
「
「
そ
の
他
」
の
鹿
島
踊
：
祭
礼
行
列
に
出
る
鹿
島
踊
・
弥
勒
踊
を

中
心
に
」
『
芸
能
の
科
学
』
三
三

俵
木
悟　

二
〇
〇
九
「
伊
豆
大
島
吉
谷
神
社
正
月
祭
の
芸
能
」
『
民
俗
芸
能
』
九
〇

俵 

木
悟　

二
〇
一
一
「
も
う
一
つ
の
鹿
島
踊
：
南
房
総
の
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
の
こ
と
」
静
岡

県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
編
『
東
伊
豆
地
方
の
鹿
島
踊
（
静
岡
県
文
化
財
調
査
報

告
書　

第
六
二
集
）
』
静
岡
県
教
育
委
員
会

俵 

木
悟　

二
〇
一
四
「
千
葉
県
の
み
ろ
く
踊
り
系
芸
能
」
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
作
成
『
「
鹿

島
み
ろ
く
」
調
査
報
告
書
』
文
化
庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課

平
井
大
海
編　

一
九
六
七
『
足
柄
下
郡
神
社
誌
』
貴
船
神
社
々
務
所

福
原
敏
男　

二
〇
一
九
「
鹿
島
事
触
の
口
上
芸
」
『
民
俗
芸
能
研
究
』
六
六

北 

条
時
鄰
・
小
林
重
規　

一
九
九
七　

『
鹿
島
志
・
香
取
志
（
版
本
地
誌
体
系　

一
四
）
』

臨
川
書
店

み 

の
こ
踊
り
映
像
記
録
作
成
委
員
会
編　

二
〇
〇
九
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
安
房
の
み
の
こ
踊
り
」

解
説
書
』
千
葉
県
伝
統
文
化
伝
承
事
業
実
行
委
員
会

宮
田
登　

一
九
七
五
『
ミ
ロ
ク
信
仰
の
研
究　

新
訂
版
』
未
来
社

吉 
川
祐
子　

一
九
八
八
「
相
模
湾
西
海
岸
の
鹿
島
踊
：
そ
の
諸
相
と
宗
教
的
機
能
」
『
静

岡
県
史
研
究
』
四
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（
二
〇
二
一
年
一
一
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）
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